
 
          

 

 

神倉総ロール 
 

    

 

 

 

   

  
  

  

   

  

 

    

２月４日(土)13 時～15 時(なくなり次第終了)

倉吉総合産業高校＆三朝神倉大豆＆白狼堂のコラボ商品が完成しました！ 

私たち倉吉総合産業高校生活デザイン科 3 年生が 1 年間の『課題研究』の取り組み 

として「三朝の神倉大豆を知ってもらいたい！」「どの世代の方でも美味しく食べられる

スイーツを作りたい！」と思い研究・開発したのが「神倉総ロール」です！ 

か ん の く ら そ う 

神倉大豆の水煮「神のつぼみ」 
をふんだんに使っています！ 

神倉大豆のきな粉を生地に使ってます。 

三朝町 総合文化ホール 1F ロビー 



 

 

 

 

三朝町神倉集落で昔から代々栽培されてきた「三朝神倉大豆」。 

 三朝町内だけで栽培されてきたこだわりの大豆です！ 

１番の注目ポイントは、一般的な大豆に比べてイソフラボンの含有量が多いことです！ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

（引用）JA 鳥取中央「ひと粒の味わい 三朝神倉大豆」 

カンちゃん    クラちゃん 

日本遺産ロゴマーク 

「六根清浄と六感治癒の地」とは、【世界屈指のラドン泉である三朝温泉で

“六感”（観・聴・香・味・触・心）を癒し、日本一危険な国宝鑑賞ができ

る三徳山で“六根”（眼・耳・鼻・舌・身・意）を清める】という一連のス

トーリーで、文化庁の認定をうけた三朝町の日本遺産のことです。 

「日本遺産（Japan Heritage）」とは、その地域の歴史的魅力や特色を通じ

て、文化や伝統を語るストーリーが認定されるものです。 

 
（出典）日本遺産六根清浄と六感治癒の地 

神倉は、三朝町にある修験の地「三徳山」の南側にある集落です。この

ことから、古くは神倉を南座、国宝投入堂がある北側を北座と呼び、修験

者によって「神さまがいる場所“神の座（くら）”」と命名さ

れたことがその語源ではないかとも言われています。そんな修験の地で生

まれた神倉大豆は、その高い栄養価で食べた者の心身を癒やすとされ、近

年、三朝町が認定された日本遺産「六根清浄と六感治癒の地」を

体現する食材として今もなお愛されています。 神倉から見た三徳山 


